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に基づき、次に掲げる事項について、学校評価を行っています。
　(1) 学力に関すること。
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　(3) 体力・健康に関すること。
　(4) いじめ防止の取組に関すること。
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　学校評価の結果を公表するとともに、今年度の取組の見直しや来年度の教育課程の編成に生かしていきます。

令和４年度 令和５年度 令和６年度

学校評価

(取組指標)

教育活動 教育活動

１月
実施

学校評価
(成果指標)
(改善策)

７月
結果

４月
実施

７月
結果

分析

公表

見直し

教育活動

令和６年度

教育課程編成

承認

学校運営の
基本方針作成

令和６年度

学校評価表

の検討



令和４年度　学校評価　品川区立大原小学校

評価項目１　学力に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

国・区学力調査において、平均正答率を上
回ることができる。また、各教科のワークテス
ト平均正答率80％を達成できる。

区学力調査では、全学年が全国平均とほぼ同程度で、おおむね良好
な状況がみられる。特に、３年生と算数に日頃の指導の成果が表れ
ている。 B

「がんばりウィーク」を中心に、個に応じた指導を行う。
また調査結果の分析を基に、学力向上委員会が中心
となって日常の授業の充実を図り、学年や教科毎に授
業展開や指導箇所の焦点化等の工夫する。

がんばりウィークでは、放課後などの個別指導を行い、個々に応じた
きめ細やかな指導を展開させた。学力定着と自信向上の両方につな
がったと捉えている。学力向上委員会が中心となり、基礎タイムなど
日常の授業の充実を図っている。

A

児童一人一人が学びのねらいを理解し、自
分の考えに自信をもって課題解決学習に臨
むことができる。

「学習のきまり・大原スタンダード」を各教室にも掲示し、誰の授業で
も学びのねらいが分かるように取り組んだ。どのクラスにおいても、
学習規律が浸透し、落ち着いた環境の下で授業を行うことができた。 A

児童からの「なぜ」「どうして」を基に、学習課題の設定・
選択できるようにする。体験や経験を重視し、学習活動
に取り入れる。また個々の考え方に触れ、思考の幅を
広げるためにＩＣＴを積極的に活用する。

「学習のきまり・大原スタンダード」を中心に、問題・課題設定を大切
に授業の改善に取り組んだ。１人１台のタブレット端末を活用し、個々
の考え、他者の考えとの比較・検討の機会増大や思考の幅を広げる
ことにつなげた。

B

校内研究として「主体的に問題解決しようと
する児童の育成」をテーマに、授業研究を中
心にして、理科・算数の授業スタイルを構築
する。

年間通して研究授業を計画・実施し、授業改善を図りながら、理科・
算数の授業スタイルを構築させた。各教室に常掲している「問題解決
学習の流れ」等を作成し、定着に努めた。 B

理科や算数の授業を中心に、児童がすすんで問いや
課題解決を見いだそうとする授業スタイルを、どの教員
も展開できるようにする。（授業展開スタンダートの作
成、板書やノートのルール確認、思考の表し方・整理の
仕方の理解）

研究授業後の協議会では、教員が輪番で司会等を務め、成果や課
題を積極的に出し合うなど主体的な参加の仕方を導入して授業改善
につなげたことで、全教員が自信をもって授業ができるスタイルを身
に付けることができた。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

校区教育協働委員会では、「子どもが疑問
に思い、興味を示すことで思考の幅が広が
ると思う。そこに導くような投げ掛けの工夫も
求められる。」とのご意見をいただいた。継続
して取り組む必要がある。タブレット活用に
は慣れてきたところなので、さらに学力向上
につながるアプリを使えるようにしたい。

③

校区教育協働委員会では、研究授業の様子
や協議会を行っている場面を参観できる機
会があると、理解も深まるのではないか、と
のご意見をいただいた。また、成果の発表を
委員会で行い、先生方の努力も皆で共有し
たいとのことだったので、研究授業、協議会
の充実を引き続き図っていく。

②

①確かな学力を定着させる授業を展開する。
・読む、書く、計算する、について計画的な指導（Ｒ：リサーチＰＤＣＡ）を全校体制で共通実践を通して定着を図る。
・校内研究として「主体的に問題解決しようとする児童の育成」をテーマに、授業研究を中心にして、理科・算数の授
業スタイルを構築する。
②課題解決学習を積極的に取り入れ推進する。
・主体的に追及できる課題・活動を設定し、児童が粘り強く取り組むための指導・支援体制を計画的に整える。

校区教育協働委員会では、学力調査の結果
を丁寧に分析し学習指導の改善につなげて
いることが成果に表れていると評価していた
だいた。ただ、学年と教科による成績のバラ
ツキをなくしたいところではあるので、学力向
上委員会が中心となり、基礎タイムなど日常
の取組の充実を図る。

今後の課題と改善策

重点目標

評
価
指
標

①



令和４年度　学校評価　品川区立大原小学校

評価項目２　人間性や社会性に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

自他の心と体を大切にして、相手の立場に
なって考えたり、誰にでも優しく接したりする
児童の姿が、様々な場面で見取ることができ
る。

市民科の授業や「いいことみつけ集会」等の集会活動などで相手・自
分の立場を考える場面を重点的に展開したことで、学年を超えて優し
い交流が多くみられた。 A

各行事や市民科集会、異学年交流（１年生のお
世話、２学年合同遠足等）での自他に目を向けた
指導工夫や、「さん」付けの徹底、受動・傾聴を重
点とした個々への指導を、組織全体で展開する。

行事や集会では、異学年交流を積極的に取り入れ、様々な活動で自
他に目を向ける児童が多くみられた。また、市民科の授業の中で、自
他に目を向ける活動を多く取り入れ、その中でも「さん」付け、人の話
を最後まで聞くことの習慣化を徹底したことで、様々な活動で自他に
目を向ける児童が多くみられた。

A

「４つのあ」を教職員・児童の合言葉にして、
挨拶・礼儀・マナーやルールの大切さについ
て、教育活動全般において指導・支援を重
ね、実践につなげることができる。

声をかければ挨拶ができる児童は８割以上でほとんどであるが、自
分からはつらつと、という児童は３割程度である。まずは大人からの
挨拶を率先して行うことで姿勢を示しつつ、礼儀やマナー、ルールな
どについても粘り強く働きかける。保護者にも協力を依頼し、質の高
い生活習慣についての習慣化を果たしたい。

B

「いいことみつけ集会」や代表委員会集会での周
知、校外学習時の出発式・帰校式の場面、朝の
会や帰りの会での児童同士での見取りや励行を
通して、学期毎にクラスで全員は認められ、褒め
られる場面を設定する。

様々な児童が活躍できる場面を多くの学習活動、学習場面を
設定し、児童全員が認められ、褒められる環境を整えて児童
の自己肯定感のアップに努めた。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

校区教育協働委員会では、最近、外でもきち
んと挨拶をしてくれる子どもが増え、きちんと
やっている子どもが多い反面、こちらから挨
拶をしても顔を合わせない子どもが何人か
見受けられるので、そういう子ほど、注意深く
観察していただきたい、というご意見をいた
だいた。様々な人たちが来校し、教育に関
わってくださっているので、そうした人たちに
自分から挨拶ができるようになることを大切
にしていきたい。

○豊かな心を育成する。
・生命尊重・人権尊重の教育を全校体制で組織的・計画的に推進する。
・教育課程全般において、コミュニケーション能力を育成する。重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

校区教育協働委員会では、異学年交流の場
は大切な学習の機会でもあるので、引き続き
積極的に取り入れ、他者を理解する優しさを
育んでいただきたい、とのご意見をいただい
た。朝スポや「いいことみつけ集会」の取組
は大原小の特色として継続していきたいとこ
ろでもあるので、引き続き、人の良さを見つ
ける目を育てていく。



令和４年度　学校評価　品川区立大原小学校

評価項目３　体力・健康に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

児童の８割が、日常的な運動の場に参加す
ることができる。

朝スポ・中スポ・スポトラ・縄跳び教室など、全校児童で取り組む活動
を、感染拡大防止対策の工夫を講じながら実施することで、昨年度
以上に運動する機会を増やすことができた。 A

「朝スポ」「スポトラ」「なわとび週間」や毎日の外遊び・
体育館遊びに児童の８割が自主的に参加できるよう、
活動内容やカード作り、教員も一緒に取り組む等工夫
し、参加率向上につなげる。

実施期間中は、学年の枠を越えた交流を図りながら、思い切
り体を動かす姿が見られた。ボランティアさんが毎日定期的に
来校してくださり、一緒に遊んだり、審判をしてくださったりでき
た。

A

コオーディネーショントレーニングを年間を通
して継続して実践し、体幹強化や授業時の
姿勢保持・集中力向上につなげる。

年間を通したコオーディネーショントレーニングの継続実施に
より、体幹強化や授業時の姿勢保持・集中力向上を図った。
課題のある児童も多いが、姿勢保持等についてはさらに重点
的に取り組む。

B

コオーディネーショントレーニングを全学年の体育の授
業に位置付け、年間を通して継続して実践する。授業
の始まりや終わり、話を聞く場面では、「腰を立てましょ
う」と立腰を促す指示を共通実践し、習慣化する。

体育の導入や終末などにコオーディネーショントレーニングを
年間を通して取り入れ、児童の意識等も定着してきた。「腰を
立てましょう」と立腰を促す指示を全教員全活動で共通実践を
徹底し、習慣化できた。

A

給食指導や市民科・生活科を中心に、家庭
や地域の協力や働きかけを通して、望ましい
食生活を習慣化させる。

生活科を中心に、野菜の皮むき等の体験活動を取り入れ、それが給
食の食材になっていることや、日々の給食指導により望ましい食生活
を習慣化できた。 A

担任と栄養士、養護教諭がＴＴで食育の授業
を行い、取り扱った食材を給食で調理し味わ
う活動を取り入れる。またＰＴＡと連携し、栄
養士を講師とした講演会を実施し、家庭の関
心を高めさせる。

食育の授業については、学年の実態に即して組織的に計画し、生の
食材に触れたり、栄養士からの講話を受けたりしながら望ましい食習
慣の習慣化に努めた。コロナ拡大により給食試食会は実施できな
かったが、今年度には実施を計画している。 A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

校区教育協働委員会では、食育に関しての
情報提供は、持続的に家庭に向けて行って
もらいたい、とのご意見をいただいた。より良
い食生活の習慣化を進めたり、野菜の皮む
き体験などで児童の食への関心を高めたり
していきたい。

○組織的・計画的に体力向上・健康保持と増進に取り組む。
・日常的な運動の場面を設定し、参加率向上に向けて工夫した取組を行う。
・コオーディネーショントレーニングの継続により、体幹強化・姿勢保持につなげる。
・食育活動を充実する。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

校区教育協働委員会では、朝スポなど全校
で取り組む運動の場は大原小の特色ある教
育活動の一つであるので、ぜひ持続可能な
かたちで活動の工夫を進めていただきたい、
とのご意見をいただいた。さらに参加率向上
のための取組をしていく。

②

校区教育協働委員会では、体幹強化や姿勢
の保持を目的とする取組を多く取り入れてい
くと良いのではないか、とのご意見をいただ
いた。体幹強化トレーニングは最低限必要だ
が、高学年にはその意義を指導しつつ、習
慣化を図る活動を引き続き積極的に取り組
んでいく。



令和４年度　学校評価　品川区立大原小学校

評価項目４　いじめの防止の取組に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

生命尊重教育・人権尊重教育と関連させ、
「いじめを絶対にゆるさない・見逃さない」と
いう意識を100%の児童がもち、児童の様子
や変容を逃さずに捉え、いじめ対策委員会
による迅速な組織対応が図れるようにする。

「いじめをゆるさない、見逃さない」という意識を常にもち、態度や行
動につなげていけるよう児童と教職員が一体となって取り組んでき
た。定期的な情報交換と突発的な事態対応のどちらにおいても迅速
かつ組織的に連携を図り、見逃しや放置という過失を防ぐことにつな
げることができた。

A

教職員はすすんで児童と関わりをもち、一緒に遊
んだり、話したり、様子を観察したりしながら、誰
かを避けたり、悪口を言ったりする場面があった
際に逃さず反応し働きかけるようにする。それを
管理職にすぐに報告させる。また毎週の学年会
や生活指導夕会を開催し、細やかな情報交換を
行う。

「生活アンケート」での児童からの訴えには、必ず担任や管理職が直接聞き
取りを行い、確認した。児童一人一人に目が向けられるよう学年団を結成
し、学年・クラスの枠を超えて、担任以外にも最低４名の教員が各クラスに携
わっている。児童だけでなく保護者にも周知し、相談や対応の幅を広げるこ
とで迅速・組織的な対応へとつなげている。毎週末の学年会での情報交換を
実施し、その内容は校内回覧機能で全教職員に周知することで現状把握や
対応共有を図ることができた。

A

全学年でハイパーＱＵテストを実施し、児童観察
と児童の実態のズレを多面的に分析する。結果
を保護者にも伝え、家庭と連携を図る。また市民
科等の授業で、個々のソーシャルスキルや自尊
感情を高めさせ、未然防止につなげていく。

児童一人一人の学級満足度や学校生活意欲の結果から、個々の様子と現
在の学級集団の状況との両方を把握することができた。また、結果を組み合
わせることで、個々と全体の多面的な理解につなげることができた。結果を
保護者と共有し、家庭と学校が連携して、個々に応じた手立てを講じながら
指導・支援を重ねていく。また児童観察や情報共有の場面で活用しながら、
いじめや不登校の未然防止に直結させていく。

B

目安箱の周知・確認を通して、ＳＣや区巡回相談
員、ハーツとの連携を強化し、児童からのどんな
ＳＯＳにも、組織的に対応できるようにする。

昨年度に引き続き、全児童がＤＶＤ資料「ＳＯＳの出し方」を視聴した。これを
きっかけに、自分が困った時の対処法や、友達が困っていた時に見逃したり
放置したりするのではなく、実際の行動に移すことの重要性を理解させ、実
践につなげていく。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

重点目標

○生命尊重教育・人権尊重教育と関連したいじめの根絶に向けた取組を推進し、教職員・児童・保護者・地域でいじ
めを絶対にゆるさない・見逃さない、という共通理解を図りつつ、迅速かつ誠実な対応が図れるよう組織を構築し、
密な情報交換を行っていく。
・学校生活全般において、教職員が児童との関わりを広く保ち、些細なことも確認し合える組織体制を構築する。
・ハイパーＱＵテストを通した、学級の状態や個人の状況を把握により、いじめを未然に防ぐ方策を展開する。
・ＳＣや教育委員会との連携について強化する。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

校区教育協働委員会では、取組の内容とと
もに、こうした意識を持ち続けること自体が大
切であるので、継続して指導してほしい、と
のご意見をいただいた。また、「１人の児童
に４人の教員が携わる」体制はとても良い取
組なので、保護者会や学校説明会などでも
発信し、周知していくことが良い、とのこと
だった。
ＱＵテストの活用から、児童の様子を多面的
に捉え、各種未然防止に引き続き取り組む。
また、視点を変えて、他人を敬うことを学ば
せたり、学級内で一人一人のいいところを見
つけたり、称え合ったり、そんな関係が築け
るように尽力していただきたい、とのご意見も
いただいた。「いじめをゆるさない」意識は絶
対だが、どのクラスにも発生して当然である
こと、その時に冷静に聞き取りを行い、解決
していく対応を、どの教員もできるようにする
ことが必要である。
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評価項目5　（特色ある教育活動に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

「地域を愛し、地域に愛される学校」を目指
し、品川コミュニティ・スクールの活動を充実
させ、地域の方々との関わりを深める。

地域の方々との交流活動を常時活動や各行事等で展開することが
できた。環境整備では正門・校庭門前の掲示板装飾や校内環境整備
（階段・廊下）で心温まる装飾を作成していただいた。 A

「朝のスポーツ健康タイム」「公園花壇花苗植え活
動」「走り方教室」「地域防災避難所訓練」「金管
バンド指導補助」「地域の歴史を聞く会」などで校
区教育協働委員の方々やボランティア、地域の
施設や町会の方々と協働し、人と人とのつながり
を重視した教育活動を展開する。

各取組では、地域の方々、地域のボランティアの方々、町会
の方々との深い協働でお世話になった。子ども達とともに関
わっていただく場面が多く見られた。今年度以降もコロナで中
断していた活動などの最適な再開を模索していく。 A

しながわ学校２０２０レガシーで取り組む「オリパラ
朝顔栽培活動」「パラ・アスリート交流・体験活動」
について、地域の方々との協働作業や講演会招
致、掲示板やＨＰでの発信等を通して、品川コミュ
ニティ・スクール活動に位置付けていく。

ＣＳを活用した活動について、ボランティア派遣や地域の方々との協
働作業などでお力添えをいただいた。また、年間を通して、定期的な
校内環境整備に携わっていただいた。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

○品川コミュニティ・スクールの特色を生かし、「地域を愛し、地域に愛される学校」づくりを推進する。
・「校区教育協働委員会」「ふるさと大原支援本部」との協働・協力の下、人と人とのつながりを大事にしつつ、教育
活動の広がりと充実につなげる。
・これまでの地域の方々との協働活動を継続しつつ、品川区教育委員会の施策「しながわ学校２０２０レガシー」の
活動をＣＳに位置付け、展開させる。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

校区教育協働委員会では、「ふるさと大原
CSだより」が、学校と保護者と地域をつなげ
る大切な役割を果たしていると思う、というあ
りがたいご意見をいただいた。また、子ども
は家庭で育ち（しつけ等）、学校で学び、地域
で生きるという連続性、発展性をもって成長
をしていくので、将来の地域を支えていくとい
う自覚を育てていっていただきたい、とのご
意見もいただいた。そのために、持続可能な
方法で、地域、町会の方々と交流機会を増
やすなど、方法を工夫して取り組んでいきた
い。また、朝スポ、金管バンドのボランティア
が増えていることは大変ありがたいので、地
域の方から学ぶ機会を大切にしながら、さら
に地域とのつながりを強化していきたい。


